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さけます展示施設のページ 千歳サケのふるさと館 

 

北海道の玄関口，千歳市．その中心を流れる石

狩川支流の千歳川のほとりに「千歳サケのふるさ

と館」があります．千歳川は支笏湖を源流とし，

上流部には豊かな湧水地帯が広がり，この地で今

から120年以上も前に日本で初めての官営による

本格的なふ化放流事業が開始されました．その時

に建設されたふ化場が今の当センター千歳事業所

です． 

千歳事業所から 10kmほど下流に位置するとこ

ろに，「インディアン水車」で有名なサケの捕獲

場があります．このインディアン水車など周辺の

河川風景を活用し社会教育・環境レクリエーショ

ンの場として平成6年にサーモンパークが建設さ

れ，平成 17 年には「道の駅」に登録され、多く

の観光客が訪れています。サーモンパークのメイ

ン施設が今回ご紹介する「千歳サケのふるさと館

（以下ふるさと館とする）」です． 

 『サケと北方圏淡水魚の一大アクアリウム』と

銘打つだけあって，館内に入ってすぐに目に飛び

込んでくるのが，淡水では国内最大級といわれる

巨大水槽です．中にはイトウやサクラマス，チョ

ウザメなど約300匹の淡水魚が悠々と泳いでおり，

毎日午後3時になるとエサを食べる様子が解説付

きで見学できます．また，隣接する中型水槽では，

秋にはサケやカラフトマス親魚の群泳などを見る

ことができます． 

 さらに進むと，千歳川の中の生き物たちを直接

観察できる水中観察室があります．ここでは，秋

に遡上してきたサケの群れや春に海へ旅立つサケ

の稚魚はもちろんのこと，千歳川に生息する様々

な生き物たちの四季折々の姿を見ることができま

す．これまでに魚類で 36種類、鳥類で 10種類が

サーモンパーク内にある千歳サケの

ふるさと館（左上写真）．このすぐ裏
手が千歳川であり、秋になると橋の

上からサケの遡上や捕獲する光景を

見学することができる（右上写真）． 
 

館内に入ると、魚たちが悠々と泳ぐ

大型水槽が目を引く（下写真）． 

7 つの大きな窓が並ぶ千歳川水中観察室．秋にはサケの産卵行動が見られるなど，

季節毎に変わる千歳川の様子が観察できる． 
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観察されたとのこと．自然のままなので，思いが

けない光景と出会うことができます． 

この他にも，ヒメマスやアメマスなど支笏湖に

棲む魚たちが集まる水槽，千歳川の上流から下流

に分布する魚たちを流れに沿って観察できる千歳

川渓流水槽，千歳川の四季やサケの一生を紹介す

るサーモンムービー，サケの生態や文化をわかり

やすくパネルで展示したサケものしりプラザなど

があり，館内をきっちりと見て回れば，いっぱし

の“サケ博士”になれること請け合いです． 

また，ふるさと館は，千歳青少年教育財団によ

って管理運営されていることもあって，子供たち

を対象にした体験学習に積極的に取り組んでいま

す．毎月第二，第四土曜日に開催されているサタ

デースクールをはじめ，時季によって，渓流水槽

＆大水槽エサやり体験やサケ稚魚放流体験など，

１年中を通して様々なイベントが開催されていま

す．今回、取材させていただいた日は，ちょうど

サケの採卵実習が行われていました．学芸員の荒

金利佳さんより、まずはサケの生態についてのお

話の後，親魚の撲殺から採卵・受精を体験，最後

に魚体の解剖ととても濃い内容で，参加していた

子供たちも初めての体験に目を輝かせていました． 

荒金さんにこれからの抱負を伺うと「ふるさと

館を見て，体験しながら，サケや川の生き物，千

歳川，環境，自然について，楽しく学んでいただ

けるような水族館を目指していきたいです．何か

分からないこととかあったら，気軽に声をかけて

ください」と語ってくれました． 

この取材を通して，サケは大変優れた学習教材

であるということを改めて実感できました．

 
URL: http://www.city.chitose.hokkaido.jp/tourist/salmon/ 

千歳サケのふるさと館 

  北海道千歳市花園 2丁目 312番地 
  TEL 0123-42-3001 

  入 館 料 有料* 

  開館時間 9 時 ～ 17時 
  休 館 日 年末年始* 

 
ふるさと館のスタッフによる非公式ブログ“サケぶろ”

では飼育の裏話などが自由に書かれていて楽しめるよ！ 
URL: http://sakefuru.seesaa.net/ 

10 月のサタデースクールとして開催され

ている採卵実習，サケの生態について解
説する学芸員の荒金利佳さん（右写真）． 

①サケものしりプラザ，②サケの皮で作った

靴，③千歳川渓流水槽，④3 面マルチビジョ
ンのサーモンムービー，⑤タッチプール． 

魚だけでなく，こんな珍しい生き物たち

も飼育されている． 

カイツブリのカイくんとツブリちゃん．
水中で狩りをする様子も観察できる． 
 

展示は世界でもたぶんここだけとい
うエゾサンショウウオのアルビノ． 

ふるさと館の最古参シロチョウザメ
のハクちゃん（メス,今年 22 歳）． 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

＊詳細はふるさと館までお問い合わせください 

http://www.city.chitose.hokkaido.jp/tourist/salmon/
http://sakefuru.seesaa.net/

